
 

 

 
尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-4．文化棟改修計画  （１）平面改修計画  

 

1-4．文化棟改修計画 

 

（１）平面改修計画 

 

１）改修計画の基本的な考え方 

 

 〇 文化棟の改修にあたっては、以下の 5点を主な目的および工事内容とする。 

（※但し、下記の項目は概算工事費内訳書の工事区分とは必ずしも一致しない。） 

 

  １．減築工事および長寿命化（老朽化）対策工事 

① 10 階～6階までの躯体を撤去し、5階建の建物とする。 

    ② 上記①によって建物全体の重量を減らし現行の耐震基準に適合させる。 

    ③ 老朽化した内装・設備を撤去し一旦スケルトンの状態にする。但し、耐用年数が過ぎていても

発注者より存置の指示があったものは除く。 

    ④ 外装 PC版については存置する。表面の打込岩については、老朽化した外壁焼成頁岩はく離防

止コートを撤去し新たなはく離防止材を施工する。 

２．内装改修工事およびバリアフリー対策工事 

    ① 必要室の再配置を行い全面的な内装改修工事を行う。改修にあたっては「兵庫県福祉のまちづ

くり条例」の規定に適合させる。 

    ② 必要室の再配置に合わせ全面的な設備改修を行う。 

  ３．特定天井の耐震化改修工事 

    ① 特定天井に該当し、なおかつ基準に適合していない既存コンコース天井を解体撤去し、H25 国

交省告示第 771 号で規定された基準に適合した耐震天井に更新する。 

    ② 上記①の施工のために発生する建築・設備工事（いわゆる道連れ工事）を行う。 

     

２）アプローチ計画・ゾーニング計画 

 

〇 本施設へのエントランスアプローチについては、敷地南西の庄下川公園沿い下りスロープを歩行者、自

転車使用者用として積極的に再整備する。 

    ①「兵庫県福祉のまちづくり条例」の規定に適合した勾配・仕様とする。 

    ②現状のアスファルト舗装の状態が非常に悪いのでオーバーレイ舗装する。 

    ③高齢者等にも配慮し手摺を設置する。 

    ④視覚障害者用誘導ブロックを整備する。 

    ⑤スロープ脇に季節感を演出できる植栽（アジサイ）を植える。 

    ⑥スロープ入口右手脇に、花崗岩館名板（既存）を移設する。 

    ⑦スロープ入口左手脇に、催事ポスターケース（既存）を移設する。 

    ⑧休館日や夜間、スロープ全体を閉鎖するアコーディオンゲート（H1200）を設置する。 

    ⑨運用上、このスロープは車両通行不可とする。入口にはバリカーを設ける。 

 

〇 敷地南中央の大階段脇のスロープは現行の「兵庫県福祉のまちづくり条例」の規定に適合していない。 

今回の検討過程において撤去することも検討されたが以下の事情等も勘案して存置することになった。 

①撤去するにも相応の費用がかかること。 

②条例に適合した 1階のエントランスアプローチスロープが別途整備されること。 

③荷物の搬送などで使用しているケースがみられること。 

 

〇 北側コアを主に「来客用」として再整備する。 

    

〇 南側コアを主に「サービス用」として再整備する。 

 

□現況写真 現スロープは歩行者（高齢者等含む）用としては設計されていない。 
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尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-4．文化棟改修計画  （１）平面改修計画  

 

３）１階平面改修計画 

 

 【北側コア】 

 

  〇エントランスホール 

  ・来館者がエントランススロープから段差なくアプローチできるエントランスホールを再整備する。 

  ・エントランスホール入口はバリアフリーに配慮し両開き自動ドアに改修する。 

 

  〇来客用エレベーター 

  ・来客用エレベーターは 11 人乗 1台を実装する。バリアフリー対応機とする。隣接位置に 1台分の増

設用シャフトを整備する。 

  ・来客用エレベーター横に総合案内版およびインターホンを設ける。インターホンは 2 階事務室に連

絡できるように整備する。 

 

  〇職員用更衣室 

  ・職員用更衣室を整備する。（男性 5 名で 3 連ロッカー2 台。女性 16 名で 3 連ロッカー3 台。※男

性の方が装備品が多い。女性は１コマを 2名で使用する。） 

 

  〇既存バリアフリートイレ 

  ・既存バリアフリートイレは存置する。 

 

  〇屋外用倉庫 

・食品搬入口は屋外用倉庫として再整備する。 

 

〇管理員室 

・既存管理員用ユニットハウスは現行法規上、不適合と考えられるので撤去する。 

  ・エントランスホール脇に新たな管理員室を整備する。室の大きさは確認申請上の面積と整合させる。 

 

  〇2 階コンコースへショートカットする屋外階段の新設 

  ・1 階にアプローチしてきた来館者が、エントランスホールに入ることなく 2階のコンコースにショー

トカットできる屋外階段を新設する。 

 

 【中央部分】 

 

  〇ピロティの整備 

  ・ピロティ部は確認申請上、床面積に算入されておらず屋内的な用途には使用できない。よって中央の

既存倉庫は現行法規上、不適合と考えられるので撤去する。 

  ・ピロティ部は直下階に電気室と自家発電機室があるので防水されている。しかしながら、防水層は改

修がされないまま既に 50年が経過しており耐用年数をはるかに過ぎているため更新する。 

 

 

 

 

  〇マシンハッチ 

・ピロティ部中央にある現マシンハッチは、自家発電機の将来更新のために必要である。但し、床レベ

ルから突出しており通行の妨げになるのでフラットに改修する。 

 

 【南側コア】 

 

〇展示用搬入室 

  ・トラックが乗り入れられる展示用搬入室を設ける。シャッターは気密シャッターに交換する。 

 

〇サービスエレベーターホール 

  ・南側コアはサービス用として再整備する。 

・1階乗降ロビーを通過している排煙吸気用シャフトは、非常用エレベーターが無くなったことに伴い

不要になるので撤去する。 

・展示用搬入室から直接荷物を搬出入した際に荷捌作業ができるサービスエレベーターホールを整備

する。 

 

〇人荷用エレベーター 

・減築に伴うプラン再配置により展示室ゾーンが３階に集約されることになった。しかしながら、北西

コーナーの旧大型荷物用エレベーターは３階に着床できないため、この代替となる大型人荷用エレ

ベーターを計画する。 

・減築により本建物は建築基準法上６階建となるため、非常用エレベーターは不要となる。そこで、 

不要となった非常用 EV シャフトを拡張して人荷用エレベーターシャフトとする。 

・旧大型荷物用エレベーターのカゴサイズは（Ｗ2700×Ｄ1550×ＣＨ2400）扉サイズ（Ｗ1500×Ｈ2400）

であり、最大の収蔵品である絵画（箱寸法 Ｗ2700×Ｈ1550×Ｄ150）を運搬していた。 

・新しい人荷用エレベーターのカゴサイズは（Ｗ2750×Ｄ1500×ＣＨ2400）扉サイズ（Ｗ1800×Ｈ2400）

とし、最大の収蔵品である絵画を運搬できるよう計画する。 

・新しい人荷用エレベーターは４階の収蔵庫用荷捌室に直接面しているため、運転はカードリーダー

にて制御し、防犯区画を形成する。 

・新しい人荷用エレベーターは地階にも着床できるため、地階倉庫への搬出入にも利用可能である。 

   

  〇倉庫 11 

   ・1 階北側コアのバリアフリートイレを存置し、新たなバリアフリートイレを 2階と 4階に整備する

ことから、1階南側コアの車椅子対応トイレは倉庫 11 に改修する。 
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4）２階平面改修計画 

 

 【北側コア】 

 

  〇来客用エレベーターホール 

・1階からエレベーターを利用して上がってきた来館者（高齢者、車椅子の方々等含む）がホール棟へ

向かう際、段差なく移動できるルートを確保する。 

  ・ホール棟コンコースへの出入口は車椅子の方の通行に配慮し、有効開口幅を 1300ｍｍの 2 重片引き

自動ドアに改修する。 

   

  〇各階来客用便所 

・今回の減築によって文化棟のプランや階構成は大きく変わるが、主要室の広さや収容人員は大きく

は変わらない。よって、衛生器具の個数は現状と同数とする。 

・大便器は全数を洋式とし洗浄便座付きとする。 

・バリアフリー・ユニバーサルデザインの観点から、 

・男女各便所内の１ブースには大便器ブースに手摺を設ける。 

・男女各便所内の１ブースにはベビーチェアを設ける。 

・洗面カウンターには最低１ヶ所、手摺を設ける。 

・男子便所の小便器には最低１ヶ所、手摺を設ける。 

・便所の出入口ドアには、バリアフリー及び感染症対策の観点から、身体の様々な部位で開閉すること

が可能なハンガー引き戸を採用する。 

・ハンドドライヤーを実装する。 

・現状の便所の床は湿式（アスファルト防水＋排水目皿＋磁器質タイル）だが、今回の改修工事にて磁

器質タイルまでを撤去した後、樹脂モルタルでフラットにして乾式工法（１階は磁器質タイル C、２

階以上は抗菌塩ビシート）にて仕上げる。 

 

 【中央部分】 

  

  〇情報・交流サロン 

・整備方針が未だ公開されていないのでワンルームの室として整備する。 

・床は清掃のしやすさを考慮し磁器質タイル張りとする。（※庄下川公園の落ち葉や毛虫などが室内に

侵入する状況が過去にあったというヒアリング結果に基づく。） 

・将来の設えの自由度を確保しておく目的と、開放感がある空間としたいという、主に 2 つの目的で

天井は設けない計画とする。仮想天井ライン（※パッケージ空調下面、照明器具下面のレベル） 

は３ｍとする。 

・天井スラブ下にグラスウールボードを施工し室内の吸音性能を確保する。（※将来、ピアノを設置し

ミニコンサートを開催する可能性があるとのヒアリング結果に基づく。） 

・東側ステンレスサッシは過去の台風被害で歪んでしまっており、後付け鉄骨フレームで矯正してい

る状態である。これらを撤去し自然排煙・自然換気用の欄間付きアルミサッシに交換する。 

 

 

 

 

〇授乳室 

・市が推進する「安心して子育てができる環境整備」の一環として２階に授乳室を整備する。 

・室内から施錠できる授乳個室を２室整備する。 

・授乳個室は、ソファ、荷物台、おむつ交換台（全て備品対応・別途）および個人のベビーカーが楽に

置ける広さとする。 

・踏込みの共用スペースに流し台（温水器付）を実装する。 

・調乳機、ゴミ箱の設置スペースを確保する。 

・調乳機は故障した場合等に速やかに交換できるよう備品対応とする。 

 

〇事務室 

・指定管理者の職員 5名が常駐するという前提で計画する。 

  ・事務室だけで施錠管理ができるようにして、廊下(A)からの主出入口はカードキーとする。 

  ・事務室内部はOAフロアとする。 

  ・流し台を室内に整備する。 

 

〇受付カウンター 

・案内やチケット販売などに対応する。 

・4名が並んで対応できるサイズとする。 

・車椅子対応カウンターを別に設ける。 

・情報・交流サロンに直接出ることができる「跳ね上げカウンター」を設ける。 

・カウンター内部はOAフロアとする。 

・文化棟が閉館するまで担当職員は残っている前提のため、カウンター回りに管理シャッターは設け

ない。 

 

 【南側コア】 

 

   〇サービス用 EV ホール 

・南側コアはサービス用として再整備する。 
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赤表記:撤去箇所および撤去項目を示す 青表記:新設箇所および新設項目を示す

1.建築計画概要



 

 

 
尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-4．文化棟改修計画  （１）平面改修計画  

 

５）３階平面改修計画 

 

 【北側コア】 

   

  〇渡り廊下 

  ・ホール棟多目的室（旧名：ミニホール）に通じる渡り廊下は存置する。従前の目的は、文化棟で調理

した料理をミニホールに運搬するためであったが既にその機能は無い。改修後は多目的室のステー

ジに登壇する出演者のバック動線に使用する。渡り廊下への入口ドアは廊下(B)に面して設ける。 

 

  〇交流ホール 

  ・旧喫茶室は撤去し、ホール棟とつなげて一体的な空間「交流ホール」とし、「展示室１」「多目的室」

「展示室２（白髪一雄記念室）」へそれぞれ向かう結節点として整備する。 

「多目的室」と「展示室２」はホール棟に配置されている室だが、この 2 室へのメインアプローチ

は文化棟側からである。（※ホール棟ホワイエは大ホールのチェックゲート通過者しか入場できない

空間のため。）今回の改修によって、市民がより自然に、この 3室へアプローチできるよう整備する。 

 

 【中央部分】 

 

  〇展示室１ 

  ・現在の総合文化センター6階にある美術ホールの移転先として３階に「展示室１」を整備する。白髪

一雄画伯の作品展示等が想定されている「展示室２」より手軽で使い勝手のよい展示施設を目指す。 

・3階フロアの階高は 3.45ｍ、大梁下は 2.65ｍである。展示空間としては十分な高さとは言い難い。 

よって、展示空間の開放性を重視し天井は設けない計画とする。仮想天井ライン（パッケージ空調下

面、照明器具下面のレベル）は 2.5ｍとする。 

・恒温恒湿は要求されない。 

・自然光の完全遮光は要求されない。西面開口部の遮光はブラインドで対応する。 

・空調システムは天吊パッケージ空調機を採用するため、仮想天井内に冷媒管を通さざるを得ない。 
万一の漏水対策としては日常点検や作品配置の工夫など、運用面でのリスク対策が望まれる。 

・可動展示パネルを実装し、展示目的に合わせて手軽に展示空間の転換ができるよう計画する。 

  ・床は現状が塩ビタイルのため撤去後、十分な貼り代が確保できない。改修は木調の塩ビタイルとする。 

  ・展示室は建築基準法上、居室扱いであり本来的には排煙が必要であるが、避難安全検証法を活用して

排煙免除が可能な計画とする。（実施設計段階での再検証が必要） 

 

 【南側コア】 

   

  ・「展示室１」「展示室２（白髪一雄記念室）」への作品搬入は全てサービスコアの人荷用エレベーター

にて行う。したがって、作品搬入ルートの建具や通路については、Ｗ1800×Ｈ2400（EV のドアサイ

ズ）以上を確保する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図 市民交流ホールを中心とした動線計画の再編 
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τ Ω︡ Ϫכ ήʸ͌ᵪο͎ᵪφ€ ʸԝ ʸᶄˏς ᴀξΤϣϠΜ ΰϣʹ

ФО˒ФЎДϪכ ΰϣʹ

РϮЎБϮоϻЧ˒ДϪכ ΰϣʹ

ЧЊоϪ͋ ς0р כ ήʸὓ φ͌ᵪⱥ ﬞς ΰʹ

υẞﬞο ΰϣζϙʸḥ□ φᴛךּ‮ ˠRJB;34 ˡυ Ϫ▬ ΰϣʹ

˰ ײ ˱

ˑ ﬞ/ʸ0

ʼ“Ṯἷꜞξ36 Σ ξΤϣЀϯЅξ ΰϣʹ

ʼﬞυ □ϪЄдϯВϮоϻϱϴ˒жξײ ϣΪοξ ﬞ͋ο͌ς ᶢξΤϣϠΜ ΰϣʹ

ʼﬞ ς ήνʸṈӫ◑Ϫφίϙοΰϣ Ϫ ξΤϣ ᾩ21Ϫ ΰϣʹ

ʼ◑ắζθυРЎГХϯоБϮоϻ ᾑρπςϚ ᴀξΤϣϠΜ φרОЂ˒Г□ οΰϣʹ

ʼ ξ‚ϧϤνΚϣᶦ Σ ᴜΡϡᾉΞϣϠΜ ῠДϭφˬ ᵩΤϷдЄ Дϭ˭οΰϣʹ

Ϡκνʸﬞυּךᴛ ςλΚνϚӿ ρзФжˠ1.͵ͯ¢23͵ͯ ˡοΰϣʹ

ˑ ﬞי◘

ʼ“Ṯἷꜞξ/6 Σ ξΤϣЀϯЅξ ΰϣʹ

ʼﬞ ς ήνʸṈӫ◑Ϫφίϙοΰϣ Ϫ ξΤϣ ᾩ20Ϫ ΰϣʹ

ʼ άϤνΚϣᶦ οήνφ Ͼy˒дЄϜᶘḾכ υ ρπΣΘϣ Ϡ́κνʸﬞ υּךᴛ ςλ

Κνφ`b.4¢`b.3ˠϙ‮ ˡς ΰϣʹ

ʼ ῠДϭφˬḙӪ ᴛ ᵩΤРдЎЂаДϭ˭οΰϣʹ

ˑ ᾩ

ʼ ӿ ᵈ υᵦᵈρπ ≡◓Σ ΰϣ ⌂ Ϫ ΰϣʹ

ʼṊ υ ᾩΠϠϊӿⱭ ᾩυ‴ὑ ˠ /3. ˡοϓϔ ṙ Ϫᶌ ΰϣʹ Ϫ Ḙ

ΰϣдЎϺϜ φ ᴀϪ ΰϣʹ

ʼ ᾩυ φᵮ ᴐ₠ξΘϢ υеЄϺΣΘϣΣʸᵞ Тдоυ ☿ϘϪ ρΚϚυο

άϤζʹ ή δyυ └οήνרОὅж˒РϮоϻςϠϣᴐ₠ ςᴣΞʸ ᾩυᴐ₠Єд

Сυ ςφCT?Ђ˒ГϪ☺ῪΰϣΪοξ0 οΰϣʹ

ʼάϡρϣ └οήνʸ ᾩυ ᶊυ ӹᴜ υ ς РϮжЫϪ☺ῪήζΜΞξ

ώ ḾϪ ΰϣʹ ӿυ Σ ήνϚ ṋς ᾉή └ς ︡ξΤϣϠΜ ΰϣʹ

ʼᵮᶊο ᶊςϠϣ0   οήʸῴᴙῴעˠᴙ ʽ01̄˴͋̄ʸע ʽ33̉˴͏̉ˡοΰϣʹ

ʼ ᾩυ ᴜς ήζ ˠᵮᶊˡφᴁ ἷІЬоГ ςϠϣ͋Ɑḥ ᴰ ο ᴰ υ

ςν ᴰʼ ỶᵈϪἷ ΰϣʹ

ʼ ᾩϪ  ΰϣ ӹυ4 ˠ ᶊˡφ  ע οήʸᾩᵮΡϡυ ᵰ ṑυעϜה Ϫ

☿ΰϣʹ

ʼᾩ ςφ ע υΘϣ□ −Ϫ▬ ΰϣΪοξ ӿυἉ ☿ⱭξϚᵮ ԋϪּך ήνᾩ

υἉṑהϪ ς λοοϚςʸϞϣϜΡρ ᴙʼῴעϪכᾛξΤϣ  οΰϣʹ

ˑ ᴜˠ͖ˡ

ʼ ᴜς ήνʸ ﬞΠϠϊ υﬞי◘ ΣẴזּ ξ▬ ξΤϣ ή2 Ϫ Ψϣʹ

˰ Ͼϭ˱

ˑ ⸗ᴹ╜ﬞ

ʼ ᴹ ϳзФ˒Њ˒Ρϡ ᴜϪὈ βα ⸗ ᴹ╜ﬞς ξΤϣ  οΰϣ ϖ́ζʸﬞ

ῠοϳзФ˒Њ˒Дϭφ϶˒Де˒Ћ˒ςϠϣ ῆοήІϸаеБϮẽᴝϪ ϣʹ

ʼ ᾩ ﬞϪ Ψʸ υ υ∆Ϛ ᾩυῴᴙῴע ὭΣ νϣϠΜὑᵈΰϣʹ
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